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緒　　　 言

本研究の第4 報においては県下 の住民に おけ る横川吸

虫 の浸淫状況を 報告し ，一般住民 では総 平均0 ．18％の寄

生 率であるが，あ る集団では4 ．5～39．1％ の高寄生率で

あ ることを 明らかにし た．第5 報 では，そ の原因 とし て

第 一に考えら れるのは近年 ますますさか んに なるアユ釣

りとその生食にあ るとし て， アユにおけ る横川吸虫包嚢

の寄生状況を 報告 した．すなわち1965 ～1966 年に県下

刃7 河川 から6 ～11 月 の毎月 採集さ れたアユ総計564 匹

のウロコとヒレを 精査し ，寄生 率60％ ，寄生濃度（一匹

あ たりの平均 寄生 数）約20 コであ ることを 明ら かにし

た ．さらにそ れら の浸淫状況を 河川別 ，月別 ，アユの体

長 別に比較検討し た．

しかし ，横川吸虫 の第二中 間宿主は アユのほかに約44

種に およぶ淡 水汽 水魚類が知 られてお り（ ここで はy吮 －1

αgonimus　yokoga・vai　var．　takahashiiも横川吸虫に含

めて考え た），それらに つい て山陽 ， 四 国， 九 州などの

諸地方では他 の吸虫類 包嚢を ふくめてかな りくわしい報

告 がみら れるが， 本県で は武藤（1917 ）の古い 記録と伊

藤 ら（1957 ）のか んた んな報告を みるに すぎない ．

今 回の報告 は，上 述の伊藤 らの報告を も ふ く め て，1956

～1964年 の間に県下 の諸地域から採 集さ れた淡水汽

水魚類21 種441 尾につい て， 横川吸虫 包嚢ならびに 同

時に 検出さ れたそ の他 の吸虫類 包嚢 の浸淫状況を まとめ

たものであ る．

検査材 料および方法

魚類 の採 集水域を大別 すると，東 の方から順に，狩野

川流域，安倍川流域 ，天 竜川 流域の3 流域 とするこ とが

で きる．

狩野川流域 は1956 年にのみ， 沼津市内 の下流から採

集した ．淡水汽水魚を ふくめて5 種64 尾を検査した ．

安 倍川流 域では，　1956 年にその河 口から約2km の

附近，　1964年に支流にあ たる鯨ケ池 ，池 ケ谷附近，　1964

年には鯨 ケ池，諂科川，巴川，富士 川などもひろくしら

べ，13 種262 尾の淡 水魚を検 査し た．

天竜川流域では1957 年 と1964 年 の2 回にわた り，天

竜川， 仂僧川，太 田川 などの東海 道線以南をしらべ，11

種115 尾 の淡水魚を検査 した．

採 集した魚はそ のまま研究室の水槽にいかし ておい て

遂次検査した ．検査にあた っては まず ウロ コを分離し て

シャーレに集め，20％ アソチフォル ミンで軽く洗滌した

のち解剖顕微鏡で包嚢を検索した ．ついでヒ レを分離し

てガ ラス板上にのばして検鏡し， エラブ タを分離し て二

枚の ガラス板で圧砕し て検鏡した ．最後に筋肉を小片に

分離して ガラス板で圧迫し て検鏡 した．

採集 の時期は各年 次とも6 ～10 月であったので，月別

の比較は 省略した ．

調 査 成 績

今回 の調査概況を一括し て第1 表にしめした ．寄生 の

まったく認めら れな かったのはマス， メダカ， ナマヅ，

スズキの4 種類で，100％ の寄生 率をしめした のは ボラ，

マ・ヽ ゼ，チチブ の3 魚種であ った ．また検出さ れた吸虫

本研究の一部は文部省の試験研究費の援助によった，記して謝意を表す．
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第1 表　静岡県 の淡 水，汽水魚におけ る吸虫類包嚢の寄生 概況（1956 ～1964年 調査）

魚　　 種 名
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わ が国 でMetagonimus 属 の 包 嚢 と し て知 ら れ てい る
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，　M ．　katsuradai の4 種 が あ る が ， そ れ ら の
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物 実験に よる成虫 の確認 もしなか ったので ，ここでは一一

括してMetagoni に・S　spp．　とした． 高橋吸虫は 横川吸

虫 の一変 種であ り，他の2 種は きわめてまれな種類であ

るので，実質 的には横川 吸虫 とみなし てさしつ かえない ．

そ の形態的 記述につい てはここでは省略す る．

Metagoni 回心spp ．の第二中間宿主 は現在 まで44 種

の淡 水汽水魚 が知 られ（小宮 ，　1965），今 回調 査した21

種の魚はいず れもその中に ふくまれていた ．そのうち マ

ス，メダカ，ナマヅ，モツゴ，スズキの5 種の魚から は



本種包嚢が検出されなかった．おそら く検査魚数が少な

いためであろ う．残りの16種の魚に おけ る本種包衰の寄

生．状況をしめしたのが第2 表である．マハゼ，チチブは

寄生率100 ％ で，魚1 尾あたりの包嚢数もいちぢるしく

多かった． オイ カワ，フナ，ボラも寄生率，包蠹数とも

に多かったが，これらは後述する如く卜 ずれも狩野川産

であった．

寄生部位についてみる と，筋肉内に も寄生をみ たのは

アユのみであった．また ドジョ ウ，シマドジョ ウ， ウナ

ギ の3 種 の魚では ウロコを欠く のでその 部位に寄生はな

かったが，他の魚では ウロコに寄生する ものが大 部分で

あ り，ついで ヒレ， エラブ タがその寄生部位であ った．

第3 表 と第4 表は今回調 査した21種441 尾 の淡水汽水

魚を産地別に大別し て示し た．これら の表で横川吸虫包

嚢 の寄生状況をみ ると安 倍川 流域 の262 尾の うち45 尾

（17．2％ ）が寄生を うけ ，天竜川 流域 の115 尾 のうちで

は40 尾 （34．8％） とか なり寄生 率が高くな っており，
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第3 表　安倍川流域産淡水魚におけ る寄生状況

（1956 ～1964 年調査）
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第4 表　天竜川狩野川流域産淡水汽水魚における寄生状況（1956 ～1964 年調査）

魚　　 種　　 名

－

リ

モ

イ

ジ

イ

狩　　オ　　 イ

野　　フ

川　　ボ

流　　マ
域　 チ

＊

＊＊

マ

タ

タ

ツ

ナ

ナ

ロ

カ

ヨ
ナ

ギ

ノ 丶

チ

カ

ヅ

ゴ

ゴコ

ゴ

ワ

ナ

イ

ウ

ギ

ヨ

ワ

ナ
ーフ

ゼ
ブ

C 召がrocestus 　aΓmainsy

邸 ぱiplosた刀7耐用sp ・

検

査
魚
数

4

1

1

8

1

8

32

11

8

7

34

4
6
4

25
25

寄 生 魚 数

（ ％ ）

－‥ 一一 ‥ －一 一一一一 一一一0

1（100．0）1
（100．0）8

（100．0）0

7

20

（87 5 ）5

）7

）0

）3

）3

）

4（100．0）6

（100．0）4
（100．0）25
（100．0）25
（100．0）

狩野川流域では64 尾中64 尾（100％） ことご とく 寄 生
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であるが，同 一種類 で各流域から採 集した 魚の寄生率を

比較するとさらに 明確であった．すなわち，フナは安倍
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よりも天竜川産の方が寄生率がたかかった・

2．　Pseudeズorchis用心θΓ（Hasegawa ，　1935）

本種の包嚢はMetagonin・・fs属の包嚢とは大きさが似

ているが，包嚢壁がうすいこと，口吸盤が大きいこと，

腸脚がみじかいこと，睾丸が大きいこと，排泄嚢がY 字

形であることなどであきらかに鑑別される．その形態に

ついては伊藤（1956）がすでに記述しているのでここで

は省略する．
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第5 表 静岡県淡水汽水魚におけるRa 而回rchis　ma　jo・・の寄生状況
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今回調査した31 種の魚類のうち， 木種包 叙の検 出さ

れた魚種は15 種であ った（ 第5 表 ），小宮（1965 ）に よ

れば本種吸虫の第二中 間宿主 は22 種にお よんでい るが，

今回の結果と比較 すると，既知 の魚種と一致し たのは ヤ

リタナゴ，タモロコ，モツゴ，ウダイ，オイ カワ，フナ，

ドジョウ，ライギョ，チチブの9 種で，残りの6 種は新

たに本種吸虫の第二中 間宿主 とし て追加できた．すな わ

ちゼユタナ ゴ，アブラハヤ，コイ， シマドジョウ，ボラ，

マ ハゼであ り，既 知の22 種 と合計すれば，28 種とな っ

た．

第5 表によると寄生 率の高い のは ボラ，マハゼ，チチ

ブなどあり ，寄生 包嚢数の多 いのはチチブ，マハゼ，フ

ナ，ボ ラ，オイカワなどであ った．これをさらに 第3 ，4

表で産地別にみると，合計において安倍川産は262 尾

中67 尾（25．6％）の寄生であり，天竜川産は115 尾中51

尾（44 ．5％）であ り， 狩野川産 は64 尾中64 尾（100

％）であった．各流域から採集された同一種類の魚にお

け る寄生率を流域別に比較してみて 乱 安 倍川産が最低

の 寄生率であ り，天竜卅産 がこれに次ぎ，狩野川産は最

高であ った．

本種包嚢 の寄生 部位 は，大部分は ウロコとヒレで，若

子はエラブタに も認 められた．狩野川産 のチチブでは筋

肉内に47 コの包嚢 が検出された ．

3．C 四 良 麗 がμsの・mat　us　（Tanabe ，　1922）

木属の既知包嚢は4 種あげら れてい るが，今回 発見さ

れた包嚢内の メタセルカ リアの頭棘 数が約44 木であ っ

たので 一応木種と同定 した．

今回 の21 種441 尾の検査魚の うちでその寄生を みた

のは，わずか4 種7 尾のみであり，また発見包嚢数も僅
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第6 表　静岡県産淡水汽水魚におけ る3 種

の吸虫類包嚢 の寄生状況

魚
種
名

検
査

魚数

寄　　 発総
生　　　見
魚こ　 包
数

回　
嚢数

1．　Centrocestus 　armatus

ゼ
タ

ウ

フ

ニクナゴ　11 （100 ．0）

モ ロ コ　51　1　（　2．0）
ダ　イ　17　4　（23 ．6）

寄

生部

位

産

一－－‥ 一 一

4

2

19

ナ111　1　（0．1）　1

2．　Holostephan μs　metoだ衍S

タ モ ロ コ
アブ ラハヤ
オ イ カ ワ

－ 　 ‥ ‥

51　9　（17 ．7）14

3　（21 ．4）37
1　（2 ．7）

－皿＝J＝・－

3．　Neodiplostomum　sp．

ラ イ ギョ　34　7　（20．6）
－ J

209

26

27

一 一－

エ ラブ タ 天竜川
／／

／／

一 一 一 一 一

地

天竜，安 倍，狩
野川
天竜川

キソニク 安 倍川（鯨池 ）
／／

／／

一 一 一 一 －

54 キンニ ク 天竜川

／／

／／

少であった（第6 表）．

この4 魚種はいずれも既知の第二中間宿主に含まれて

お り，新たな追加はなかった．

4， 召olostephanus　metorclris　Yamaguti ，　1939

1964年の夏，安 倍川流域 の鯨 ケ池から採 集した タモロ

コ， アブラハヤ， オイ カワの3 種 の淡水魚の筋肉内に多

くのCyathocotyle に類した包嚢を検出した（第6 表）・

包嚢 の外 層はあつい線維状 の被嚢でつつ まれ，そ の中

に195 ～203 ×161～164 μ の短楕円形 の包嚢があ る． 包

襲壁は一 層の硝子 様透 明体で， きわ めて弾力性に とむ ．

虫 体は包嚢内に遊離し ，多数 の排漱顆粒で とりまか れ，

い ちぢるし く不 透明 であ る．口吸 盤は体前端にあ って直

径32 ～42μを算し，そ れに続いて20 ×25μ の咽頭 があ

る．排泄嚢 は小さなY 字形をなし て体 の後背方に みら れ

（4 ）



そ れにつづ く排泄管 はCyathocotyle 類にみら れる特異

な形 態であ った ．

ニワト リのヒナを用い て発育実験を試 みたが ，いずれ

も不成功にお わり，母虫を確認で きなかった ．小宮

（1965 ）の文献 と比較した結果あきらかに 括 加がゆ／・αmis

属 と同定で きる．本属 の包嚢 とし てはj7 』ipponia・sと77

．・netorchis の2 種が既知のものであるが， 今回発見

された包嚢は 囗吸盤と咽頭がやや小さいこ と，鯨 ケ池に

はII ．　nipponicus の第一中間宿主 である マ メタ ニシが

生息し てい ない ことな どの理 由で，　Holostephanu 口 麗 一torchis

と同定した ．

第6 表に示した 本種 包嚢 の寄生率は県下全 体の合計で

計 算し たものであ るが ，鯨ケ池 の調 査は1964 年におこ

な われたものであ り，そ の時 の検査魚数と寄生 率をみる

と，タモロコ9 尾中9 尾（100％），アブラハヤ3 尾中3

尾（100 ％），オイカワ8 尾中1 尾（6 ．3％），フナ16 尾

巾O （0 ％）であ った．

5．　M？odiploがomum 　sp．

1957 年に天竜川流域で採集した ライギョ34 尾中7 尾

（20．6％）の筋肉中に 本属吸虫 の包嚢を 検出した． 既往

の文献にると，福田（1941 ）が本属母虫を シチロウネヅ

ミから報告し ，その際浅 田順一と山口左仲がその包嚢 と

おもねれるものを ライギョなどから検出していると追加

し ている．また莇 氏（1959 ）の私信で石川県の ライギョ

から今回の包嚢とまったく同一の包嚢を高率に検出し て

いる旨を知り，さっそく同氏と共同で調査研究をすすめ，

その結果を莇（1959 ）が報告している．包褒の形態その

他についてはここでは省略し，上記論文にゆず る．

考 察

静岡県下にはカ ワニナが比較的多 数みられるが，その

他の吸虫類第一中間宿主 となる ような貝は少ない ．その

ために発見された包嚢の種類もわずか5 種類に とどまっ

たのではないか と考えら れる．

Metagonimus　spp ．　と 凡四 心xorchis 用可g の包嚢

は狩野川産 の淡 水魚類に著しく 浸淫 度が たかい が，安 倍

川流域 の淡水魚ではひくい ．このことは両種吸 虫の第一

中間 宿主であ るカワニナが，狩野川 流域にとくに多卜 た

めと思 われるレ 横川吸虫 の予 防的 見地に たって考えると，

狩 野川 産のボラ，チ チブ，マハゼ，フナ，オイカワなど

はその生食 は瞰につつし まなけ ればならない ．また天竜
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川流域では オイカワ，フ ナ， コイ， タモロ コなど，安 倍

川流域は オイカワ， フナ，シマドジョウ， ウグイなどは

注意を要す る．望月ら（1966 ）に よると県下住民がしば

しば生食をたしなむ 魚類 は，アユが最高で，ついでボラ，

コイ，フ ナ， ウグイ など があげら れてい る．横川吸虫包

衰の浸淫度 と考えあわせ ると，アユが人体えの感染源と

して とくに重要であ るこ とはす でに 第5 報でのべたが，

それに次ぐ ものとし てボラ，フナ， コイなどが重視さ れ

なければならず ，またオイカワ，ウ グイ，チチブ， マハ

ゼなども注意し なけ れば ならない と考えら れる ．

C 四 仔叱心加s α回zα治s の包嚢 が県下 のほぼ全域から

散発的に みら れたが，伊藤ら（1959 ）の カワニナの調 査

で も，そ のセルカ リアが諸方から検出さ れてお る．また

興味 あることは，同じく伊藤ら（1959 ） が県下 のカワニ

ナの広範 な調査において，　1957 年3 月に天竜 川流域の

大 浜町千 浜部落から採集した カワニナ612 コ中5 コにGg

αia　pseudodiva元びz沁 を みい だしているが ，そ れは

形 態的にNeodiplostomiim 　sp．にほぼ まち がい がない

と考えられていた ．今回 の報告で天竜川 流域の ライギョ

にjV 加訴Z加が四 回・lz　sp．　の包嚢を多数 検出し たこ とと

よく一致してお り，そ の実証は今後 の研究にまちたい ．

双加 池 ゆ沿g・a　・麗 加rchis に相当する と思わ れる岐尾

セルカ リアは本県からは まだ検 出・さ れていない ．小宮 ら

（1967 ）は埼玉県 のマメタニシからHolosteph ・四 回 絎一pponicus

のセルカリアを検出して記載し たが， 鯨 ケ池

には マメタニシは発 見さ れず， カワニナや モノアラガイ

などが生息し てい る．　H ．　metorchis の第 一中間宿主 が

もし カワニナであ るとす るとC ・rcasia　redicolaが形 態

的にはもっ とも酷似し てい る．　このセル カリアは 新潟県

と高知県から のみ，検 出さ れており，静岡県から は未記

録であ るが，将来 の研究に まちたい ．

要 約

横川吸虫 の疫学 的調 査の一環として，　1956～1964 年に

わた り，静 岡県 の各水域から採集した淡 水汽 水魚類21種441

尾を 検索し て，発見された包嚢 の種 類とその寄生状

況を報 告した．

もっと も寄生率の高か った のは　Metagonimus　spp ・

と 凡a ，・dexorcl・is　major の二種でほ とんどの魚種に そ

の寄生がみられ， とくに狩野川流域でい ちぢるし く高率

であった．横川吸虫 の予 防的見地から は，アユ のみなら

ず， ボラ，フ ナ， コイな どが重視さ れるべきで，さ らに

（5 ）



74

オイカワ， ウグイ，チチブ，マハゼなども注目されなけ

ればならない．

凡 四面xorchis　maルフ’の第二中間 宿主 としてゼ ユタナ

ゴ，アブ ラハヤ， コイ，シマドジョウ，ボラ， マハゼの6

種を追加した．

その他の包嚢の 種類 とし ては，　Cent　roc回加，sの・matus，

涅θ／∂μゆ／肥皿りnetorchis ，　Neodiploが四 脚m
　sp． の3

種で，とくに後2 種の発育 史について考察した ．
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AN　EPIDEMIOLOGIC　STUDY　OF　HUMAN　HELMINTHS　IN　SHIZUOKA

PREFECTURE　VI ．　THE　MET　ACERCARIAL　FAUNA　INFRESH　AND　BRACKISH　WATER　FISH

JiRO　ITO

（坊 罘 四ど £aboratoぴ，　Shizuoka び㎡ 叱。s雨・，　Shizuoka ，　J　a｝．・αη）AND

Hisashi　MOCHIZUKI

（Shizuoka 石功lie　Health　Labの’atoり・，　Shiz。a加 ，力 加yz）

A　study　has　been　made　to　investigt．e　the　metacercarial　fauna　parasitic　in　fresh　andbrackish　water　fish　in　Shizuoka　prefecture　during　the　period　from　1956　to　1964

．　Tota】number

of　the　fish　eχamined　was　441，　covering　21　species　of　fishes．　Scales，　fins，　opercula，and

muscles　of　the　fish　were　eχamined　under　the　dissecting　microscope。

The　species　of　metacercariae　discovered　were ，　Metagonimus　spp ．，　Psei㎡exorchismajor

，　Centrocestus　aヌ・謂α1μs，　Hθlostep功α夕tus　mt？torchis，　and　Neodiplosto朋urn　sp．　（as　shownin　Tables

）．　From　a　prophylactic　viewpoint　of　human　metagonimiasis ，　it　was　clear　that　themost　important　vectors　would　be　the　following

7　species　of　fishes　；　？yEcθがossus αItivelis，A

＆ が／印かhalus，　Aαmthogobi・x，sがavimanus ，　Tr㎡entigi？，・ 必sa 。・us，　Zaccoμ，7りpus ，　Cαrasstus

α・tratus，　and　Cy加伽zz・is　caかjθ。

（6 ）




